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子どもたちが植えたカボチャを収穫（10月） 

特定非営利活動法人 なんとなくのにわ 通信 

居場所のひとこま 
■さつまいも収穫。中学生も興味津々

です（右写真）。同じ時期に植えたか

ぼちゃは、10月初旬に収穫され、お

皿に乗りました■昨年に引き続きのス

ケート会。12月28日に実施。写真を

撮るのを忘れてしまいました…残念。

■あちこちの会場を借りて、卓球、

フットサルなど元気にやってます！ 

 昨年１０月２２日（日） 、支援センター主催で開かれた「講座：ＮＰＯが社会を変えるために」に参加しました。「多く

のNPOは“No Plan Organization”（無計画組織） ではないか」という耳の痛い話で始まり、私たちの組織を考え直

す参考になった講座でした。(NPOはNon-Profit Organization の略。広義では非営利団体のことです) 国際ＮＧＯ

などでバリバリやってる講師さんですから、守備範囲の違いもあり、そのまま受けとめるのは難しい部分もありました

が、午前午後にわたる熱心なお話やグループ討議など、盛りだくさんの内容の中から印象に残ったのは次の３点。  

① 自分たちの活動を広く知らせる手段を考えよう、チラシ、通信の内容を見直そう ② 活動資金を確保するため

の事業を興そう、寄付金・補助金を積極的に集めよう ③ ＮＰＯの年表・Ｑ＆Ａを整備しよう 

ＮＰＯ法人はそのフットワークの軽さが持ち味だけれど、「ＮＰＯを変えるために」、少し先のことも考えて計画を練ろ

う、という講座だったように思います。居場所の運営、発達障がい支援、相談事業などをさらに充実させていくため

に、これらを支える新事業、ネットワークの活用などを、みなさんと一緒に考えていきたいと思います。   （手塚） 

URL http://www.nantonakuno.net/ 
Mail info@nantonakuno.net 

昨年１２月：ホームページのアクセス統計 

ホームページの検索数（上）、訪問者数（中）、転送データ量

（下）。中段のグラフから、一日平均、およそ３０人の訪問者が

あることがわかる。統計を詳しく見ると、訪問者のアドレスは分

散している。この通信のＰＤＦ版もよく読まれているようだ。 

ネットをどう使おうか？ 
 「ホームページを見て来ました」という相談者が報徳会

館を訪れる。どれだけの人が私たちのホームページを見

てくれているのだろう。あらためて接続数を眺め、私たち

の活動範囲を考えてみると、決して少ない数ではない。 

 不登校やひきこもりについて、安心して相談できる「入

り口」のひとつは、もしかするとインターネットかもしれな

い。そのためには、どんな仕組みが必要か、とくに若者

の利用者、スタッフの意見を聞き、実現していきたい。 

ＮＰＯ＝無計画 !? 
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 １１月４日（土）午後１時から、今市小学校の

講堂で、ブーメランや紙トンボを作って遊ぶ催

しを行いました。 

 はじめ、なぜブーメランが戻ってくるのかを

解説。大人も子どもも真剣にきいていました。 

その後、それぞれ工夫を凝らしたブーメラン

や紙トンボを作って飛ばしました。的をねらっ

た遊びもしました。子どもたちは、「自分で

作ったブーメランが遠くに飛んだり、もどってく

るのがおもしろかった」そうです。 

 大人も子どもも夢中になり、広い講堂でおも

いきり飛ばして遊びました。おとうさんやおば

あちゃんが参加された家族もいて、土曜日の

午後をみんなで楽しみました。 

とちぎボランティアネット発行 まち・コミ 「Vol.3」 より転載 

つくって遊ぼう!! 
 ブーメラン・紙トンボ 

むかしばなし玉手箱  （はなおかひろしさん） 

１０月７日 (土) ： 感想より 
ベレー帽姿のはなおかさんの話の中にすいこま

れてしまいました◆はなおかさんの声のトーンや

表情の豊かさを間近で見て、語りのすばらしさを

再認識しました◆子どもの頃聞いたお話と題名

は同じでも内容が微妙に違うところが面白かった

です◆お話をしてもらうということが、こんなにも

楽しくて想像が広がるものだということを体験させ

ていただきました 
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★活動日誌 
１０月 ４日（水） ワカモノフェスタ実行委員会（沼尾） 

１０月 ７日（土） 「むかしばなし玉手箱」 

１０月１４日（土） なんにわ・サイエンス・カフェ（第４回） 

１０月１８日（水） ワカモノフェスタ実行委員会（沼尾） 

１０月２２日（日） 講座：ＮＰＯが社会を変えるために（吉成、手塚） 

１０月２３日（月） 発達障がい支援者連絡会（第９回） 

１０月２９日（日） ベリー会（吉成） 社会不安障がい講演会 

１０月３１日（火） 畑のサツマイモ収穫（吉成） 

１０月１７～３０日 市内小中学校訪問（白井、西尾） 

１１月 ３日（金） 理事会（第12回） 

１１月 ４日（土） 作って遊ぼう！（今市小学校講堂） 

「越中 おわら 秋の風」（西野企画）に協力 （日光東照宮でのイベント） 

１１月 ８日（水） ワカモノフェスタ実行委員会（沼尾） 

１１月１４日（火） 「居場所」卓球会 

１１月１６日（木） ワカモノフェスタ実行委員会（沼尾） 

１１月１７日（金） 「ミニＳＬ汽関車に乗ろう」（居場所） 

１１月１８日（土） ベリー会 （吉成） 

１１月１９日（日） 思春期精神保健公開講座 参加 （吉成、西尾、白井） 

１１月２５日（土） PAY IT FORWARD 2006 / ワカモノ・フェスタ 

１１月２７日（月） 発達障がい支援者連絡会（第10回） 

１２月１０日（土） ベリー会 （吉成） 

１２月１２日（火） 「居場所」 卓球 

１２月１６日（土） なんにわ・サイエンス・カフェ（第５回） 

PAY IT FORWARD 2006 

ワカモノ・フェスタ 

１１月２５日 午前９時～午後８時  
ライブステージ 
ちばてつや先生の講演／沼尾君の三味線演奏／など 

ＰＬＡＹ！ 
ダーツ大会／アートパネル／スヌーズレン／など 

その他、フリマ、格闘技など盛り上がった。 

ＴＡＬＫ！ 
学歴って何だろう？／親と子について／働くってどんなこ

と？／居心地いい場所どこですか？ 

 

 とちぎ青少年センターで行われたイベント、400人を超える

参加者が集まりました。実行委員のみなさん、おつかれさま

でした。「なんとなくのにわ」からも若者が実行委員として参

加。大人たちは当日の手伝いで協力、居場所に集う中学生

も３名参加し、一人ひとりの力が形になりました。 

 以下は参加した「なんにわ」大人たちの感想です。 

 

 いろいろの催し物があり、楽しむことができました。全部参

加できなかったのが残念。とくに印象に残ったのは、ちばて

つや先生のお話でした。先生の生き方、思い出話、もりだく

さんで為になり、興味深く聞き入りました。先生の人柄もあた

たかく、穏やかで心の広い方だなと感じられました。  (RN) 

 

 スヌーズレンルームを手伝わせていただきました。当日

行ったときには、すっかり準備が出来ていて、不思議な空間

が存在していました。前日に主催の方が整えておいてくれた

のです。スヌーズレンを体感するのは初めてで、整えられた

空間で光や音・香りや素材による感覚刺激を楽しむというこ

とは、変な言い方かもしれませんが、生きものとして心地いい

という感じがしました。アロマとか照明などひとつずつ感じる

ことは日常でもありますが、その空間にすっぽり包まれるとい

う経験はなかなかできません。ゆっくりその空間と時間を楽し

むことが癒されるのではないかと思いました。訪れた方々の

中でも子どもたちのほうが、自分なりに楽しんでいるようにみ

えました。何度も足を運んでくれた子もいました。生活空間

の限られてしまう障がいを持つ方々のQOLを高めることがで

きたらと言う創始者の願いが広がった一日でした。（KN) 

 

フェスの感想ページ： 

http://www15.ocn.ne.jp/~numaf11/index.html 

 

並行して「不登校・ひきこもりシンポジウムinとちぎ」が開催さ

れました。「学びってなぁに？ 働くってなぁに？ 生きるって

なぁに？」がテーマの全体会と、「不登校やひきこもり、非行

を考える」、「子どもや若者の今を考える」、「子ども達と直接

現場で関わる」、３つの分科会が開かれました。本会から手

塚がシンポジストとして参加。高橋克法さん（高根沢町町

長）、佐野光司さん（(株)ブードン代表取締役社長）とともに、

会場からの質問に答える形で話をしました。若い頃のあれこ

れ、親の気持ちなど、なんだかオヤジの繰り言だったような

気もします。みなさんの参考になったでしょうか。（ＩＴ） 

１２月１８日（月） 栃木市 福祉トータルサポートセンター 

           見学会（西尾、白井、手塚） 

            発達障がい支援者連絡会（第11回） 

１２月１９日（火） 「居場所」 フットサル 

１２月２３日（土） 「CAFÉなかじクリスマスライブ 」を鑑賞 

           （鹿沼市 「なかじ」） 

１２月２５日（月） 大沢中学校・スクールサポート 

           打ち合わせ（白井） 

１２月２６日（火） 鹿沼市教育研究所見学会（西尾、手塚） 

１２月２７日（水） 今市小学校訪問（西尾、手塚） 

１２月２８日（木） 「居場所」 スケート 

 １月 ６日（土） 理事会（第13回） 

塩谷町上寺島 

バリアフリー鉄道農園 

「風だより」にて（11月17日） 



私たちの活動目的： 
今市市およびその周辺地区に居住する子ど

もおよび青少年等に対して学習や自立の支

援活動を行い、地域の人々が支える新たな

学びの場を作り出すことを目的とします。 

 

私たちの事業： 
① 子どもたちの自主性および自立性を尊重

した居場所の提供および学びの場の運営 

② 子どもたち一人ひとりに対応した、 

  新たなカリキュラムや学習内容の開発 

③ インターネットなどのＩＴ環境を活用し

た学びの支援 

④ 教育についての相談や情報提供活動 

⑤ 学校外で育つ青少年の自立に関する相談

および就労を支援する活動 

⑥ 自然環境の中での学びを作り出し、子ど

もたちに自然環境保全の大切さを啓発する

活動 

「改めて益なき事は改めぬを

よしとするなり」は若い頃か

らずっと気になっている言葉

だ。徒然草の127段目に、前

後と何の脈絡もなく、この文が、謎のように提示されている。「迷った

ときは変えない方がよい」という、ごく当たり前の言葉なのかなと思っ

ていたけれど、ちょっと違うような気もする●気分が優れないとき床屋

に行くなどの、いわゆる「気分転換」というのは日常よくある。何かを

変えると良いことがあるかもしれないという、ぼんやりとした期待は時

代を経ても同じで、「えーい、気分が悪いから法律でも変えてやれ」と

いうのは、兼好法師の頃にもあったのだろうか●いま、なんだか世の中

が落ち着かないので、あれこれ変えてみた方がよいと思う人が多いのか

もしれない。昨年暮れに教育の理念に関わる法律が変わった。業績のある教育学者はみんな反対したが、政治

家は無視した。変えた先にどんな社会を構想するのか、どんな世界が待っているのか、そんな議論が抜け落ち

ていると思う●「益」というのは、私たちの未来を思うことなのではないか。何か変えようとするときは「急

がず、データを集めてねばり強く考えなさい」と兼好法師が諭しているように思える。      （Ｔ） 

なんとなくのへや 

〒321-1261 日光市今市378 

電話/Fax 0288-21-2631 

E-mail: info@nantonakuno.net 
 

ホームページもご覧ください 

http://www.nantonakuno.net/ 

現在の会員数 

正会員  ３２ 

賛助会員 １０ 

団体会員  ３ 
 

入会金はありません。 

年会費（一口）は以下のとおりです 

正 会 員 3,000円 

賛助会員 個人  5,000円 

     団体 10,000円 

 

会員の継続をよろしくお願いします。 
 

■ 私たちの会を紹介する文が、ホームページに

あります。アドレスは１ページ左上です。もし、通信

などの空きスペースがありましたら、私たちの会の

紹介文を載せてください。 

特定非営利活動法人 なんとなくのにわ 通信 

発達障がいを持つ子の親、学校関係者、市民団体等が自由に意見交換を

行い、今できることに取り組んでいく集まりです。毎月第４月曜日、午後７時

から、日光市民活動支援センターで開いています。それぞれの立場での意

見や悩み、助言などの意見交換、他地域の先進的な取り組みの紹介もあり

ます。話し合いの中から、地域のおとなが中学校に出向き、子どもたちと交

流するボランティアが実現しました。どなたでも参加自由の会です。気軽に

ご参加ください。（西尾・白井） 

連絡先： 日光市民活動支援センター （電話：0288-22-2271） 

１２月は発達障がいの子どもたちのサポートに取り組む「栃木 福祉トー

タルサポートセンター」や「鹿沼市教育研究所」の見学会を行いました。

あちこちの自治体が、利便性を考えた行政窓口の新しいスタイルを模

索しています。このレポートは次号に掲載できればと思います。 

 

◆第４回：子どもたちのための

仮説実験授業「空気と水」：講

師は７月にもお願いした湯澤さ

ん。単純な道具だてですが、「あれっ…」と子どもたちは引き込まれていきま

す。以下は寄せられた感想です。「問題が面白かった」、「３問くらいまちがった

けど、いろんなことを知りました」「（帰ってから）家で父親に自慢しながらうれし

そうに話しています」◆第５回：「すみれ」の研究を長年行い、著作も多い神山

さんをお招きしました。生物学をあらわす、「バイオ」という言葉は分子生物学な

ど、分析的な科学の代名詞になっています。けれど、「対象を繰り返し見る」と

いう対極の手法も、また科学の重要な要素です。植物分類学の奥深さを垣間

見ることができたお話でした。南米・アンデスまでスミレの生態を追いかけてい

く神山さんの情熱に感心し、アンデスの岩地に生きるスミレの写真にびっくり。

暖かくなったら、戸外での「すみれ観察会」をよろしくお願いします。 （手塚） 

「サイエンス・カフェ」  

アンデスのすみれ：ヴィオラ・アトロプルプレア 

（サイエンスカフェ５ 神山隆之さん撮影） 


